
 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きらりん通信 倉敷市立倉敷支援学校 

令和４年１２月１９日  第８号 

 私は幼い頃から絵を描くことが好きでした。小学生の時は、毎日休み時間になると自由帳を取

り出して、友達と一緒にオリジナルキャラクターを考えたり、時には漫画を描いてみたり…。完成し

た漫画を友達に読んでもらい、感想をもらうことがとても楽しみだったのを覚えています（その頃

の将来の夢は、もちろん漫画家でした）。 

今でも絵を描くことは好きです。しかし、以前より描く機会は減りました。アナログからデジタル

へと描く手段が変わり、便利になったことももちろん沢山ありますが、描き始めるまでが億劫なの

です。まず自分の部屋に行き、パソコンを立ち上げ、お絵描きソフトを開く…。 

文字にしてしまえばたったこれだけのことですが、リビングで一息ついた 

ところから自分の部屋に行くという第一関門のなんと難しいことか。つい 

ついスマホで時間を無駄にしてしまいます。 

今回コラムを担当するにあたり、せっかくだからキラリンを描こうと 

久々に重い腰を上げてがんばりました。 

少し前の缶コーヒーの CMのセリフでもありましたね。 

「この惑星の住人は、しめきりがこないとがんばれない」 

                                  （事務主任 福井 陽子） 

☆小学部１年生 初めての学習発表会☆ 

「まほうつかい☆１ねんせい」をテーマに、かわいい魔法使いに変身した

１年生たちが、運動、学習、合奏、ダンスの発表をしました。 

たくさんのお客さんを前に、緊張している子どももいましたが、一生懸命

に課題に取り組む姿は、みんなとても輝いていました！ 

※運動時には、マスクを外しています 


